
　
名
前
や
あ
い
さ
つ
な
ど
、
初
め
て

の
方
で
も
楽
し
く
覚
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
緒
に
手
話
で
歌
を
歌
い

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
８
月
12
日
㈯
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所
　
市
役
所
５
階
５
０
３
会
議

　
室

▽
講
師
　
緒
方
好
子
さ
ん
︵
手
話
通

　
訳
士
・
東
京
都
認
定
登
録
手
話
通

　
訳
者
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

　
の
保
護
者

▽
定
員
　
15
組
︵
申
込
み
順
︶

※
親
子
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
７
月
31
日
㈪
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
に
教
室
名
、
郵
便
番
号
、
住

　
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
︵
親
子
と

　
も
︶
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
、
直
接
窓
口
で
も
申
込
み
で

　
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
障
が
い
者
支

　
援
課
障
が
い
者
相
談
係
︵
〒
１
９

　
７
ー
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、

　
直
通
５
５
８
・
１
１
５
７
、
　
５

　
５
８
・
１
１
７
０
︶

　
市
で
は
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
親
子
の
絆
を
強

め
な
が
ら
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に

努
め
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、
毎
月

第
２
日
曜
日
を
﹁
家
庭
の
日
﹂
と
定

め
て
い
ま
す
。
﹁
家
庭
の
日
﹂
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
﹁
豊
か
な
心

の
育
成
・
明
る
い
家
庭
づ
く
り
﹂
を

推
進
す
る
た
め
に
、
絵
画
、
作
文
、

　
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
の
名
は
何
よ
り

も
、
果
物
や
野
菜
、
魚
や
書
物
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
思
い
が
け
な
い
も
の

を
組
み
合
わ
せ
た
肖
像
画
に
よ
っ

て
、
広
く
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。
講

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

　●

絵
画
…
市
内
在
住
・
在
園
の
幼
児

　●

作
文
…
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

　
生

　●

ポ
ス
タ
ー
…
市
内
在
住
・
在
学
の

　
中
学
生

▽
規
格

　●

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
…
画
用
紙
の
大

　
︵
４
つ
切
︶
か
小
︵
８
つ
切
︶

　●

作
文
…
１
２
０
０
字
以
内

▽
テ
ー
マ

　●

絵
画
…
﹁
家
庭
の
日
﹂
﹁
保
育

　
園
・
幼
稚
園
﹂
に
ち
な
ん
だ
も
の

　
︵
例
﹁
家
族
と
一
緒
に
過
ご
し
て

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
﹂
﹁
友
達
と
の

　
ふ
れ
あ
い
﹂
な
ど
︶

　●

作
文
…
﹁
家
庭
の
日
﹂
﹁
学
校
﹂

　
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
﹂
﹁
わ
が

　
街
あ
き
る
野
市
﹂
に
ち
な
ん
だ
も

　
の
︵
例
﹁
食
事
を
通
し
た
家
族
と

　
の
ふ
れ
あ
い
﹂
﹁
先
生
と
の
ふ
れ

　
あ
い
﹂
﹁
お
年
寄
り
や
障
が
い
の

　
あ
る
人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
感
じ
た

　
こ
と
﹂
﹁
私
の
好
き
な
﹃
あ
き
る

　
野
﹄
﹂
な
ど
︶

　●

ポ
ス
タ
ー
…
家
庭
の
内
外
で
の
家

　
族
の
ふ
れ
あ
い
、
家
庭
の
楽
し
さ

　
や
家
族
の
情
愛
、
家
庭
と
地
域
の

　
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
描
い
た
も
の

　
で
、
﹁
家
庭
の
日
﹂
を
周
知
す
る

　
内
容
の
も
の

※
﹁
あ
き
る
野
市
家
庭
の
日
﹂
の
文

　
字
、
﹁
家
庭
の
日
﹂
に
関
す
る
キ

　
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

　
ー
ズ
、
標
語
の
い
ず
れ
か
を
必
ず

　
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
︵
例
﹁
明
る

　
い
家
庭
は
笑
顔
と
会
話
か
ら
﹂

　
﹁
大
事
に
し
よ
う
、家
族
の
絆
﹂
︶

▽
賞
　
入
賞
者
︵
最
優
秀
賞
・
優
秀

　
賞
・
佳
作
︶
に
は
、
賞
状
と
記
念

　
品
、
応
募
者
全
員
に
は
、
参
加
賞

▽
応
募
方
法
　
９
月
６
日
㈬
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
送
付
す
る
か
直
接

　
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
市
立
小
・
中
学
生
は
、
学
校

　
に
提
出

※
応
募
作
品
︵
１
人
１
点
︶
は
、
未

　
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の

▽
応
募
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進

　
課
生
涯
学
習
係
︵
〒
１
９
７
ー
０

　
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
︶

演
会
で
は
、
そ
の
画
業
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
17
日
㈭
　
午
後
１
時

　
30
分
︵
１
時
開
場
︶

▽
場
所
　
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

　
ー

▽
講
師
　
原
田
亜
希
子
さ
ん
︵
慶
応

　
義
塾
大
学
講
師
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
１
２
０
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他

　●

共
催
…
日
本
放
送
協
会

　●

講
演
会
出
席
者
に
は
﹁
ア
ル
チ
ン

　
ボ
ル
ド
展
﹂︵
９
月
24
日
㈰
ま
で
、

　
国
立
西
洋
美
術
館
で
開
催
︶
の
招

　
待
券
を
１
人
１
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
７
月
18
日
㈫
か
ら

　
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

　
市
が
進
め
る
自
然
環
境
調
査
の
一

環
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
河
川
の
生
き
物
調
べ
を
行
い
ま

す
。
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
13
日
㈰
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
︵
雨
天
、

　
増
水
時
は
中
止
︶

▽
集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
９
時
30

　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

会
と
の
協
働
で
開
催
す
る
夏
休
み
の

講
座
で
す
。

　
小
峰
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
解
説
員

の
案
内
で
園
内
の
自
然
や
文
化
に
触

れ
る
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
だ

後
、
篠
竹
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
19
日
㈯
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
正
午
︵
雨
天
実
施
︶

▽
場
所
　
都
立
小
峰
公
園
小
峰
ビ
ジ

　
タ
ー
セ
ン
タ
ー
︵
留
原
２
８
４
ー

　
１
︶

▽
講
師
　
小
峰
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
自
然
解
説
員
、
あ
き
る
野
市
生
涯

　
分
　
高
瀬
会
館
︵
草
花
６
６
６
ー

　
１
︶

▽
場
所
　
平
井
川
︵
新
開
橋
下
流
︶

▽
内
容
　
た
も
網
を
使
っ
て
魚
や
エ

　
ビ
な
ど
の
水
生
生
物
を
採
集
し
て

　
観
察
し
ま
す
︵
採
集
し
た
生
き
物

　
は
、
記
録
し
た
後
に
放
し
ま
す
︶
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方
︵
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は

　
保
護
者
同
伴
︶

▽
定
員
　
50
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
着
替

　
え
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
筆
記
用

　
具
、
替
え
の
靴
︵
運
動
靴
の
ま
ま

　
川
に
入
り
ま
す
。
サ
ン
ダ
ル
不

　
可
︶

▽
費
用
　
無
料
　

▽
申
込
み
方
法
　
７
月
31
日
㈪
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
政
策
係
︵
☎
５
９
５
・
１
１

　
１
０
︶

　
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会

　
︵
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
小
・
中
学
生
と
保
護
者

▽
定
員
　
20
人
︵
抽
選
︶

▽
持
ち
物
な
ど
　
飲
み
物
、
タ
オ

　
ル
、
メ
モ
用
紙
、
筆
記
用
具
、
帽

　
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴

▽
費
用
　
１
人
３
０
０
円
︵
保
険
代

　
な
ど
︶

※
当
日
支
払

▽
申
込
み
方
法
　
８
月
４
日
㈮
ま
で

　
に
、
往
復
は
が
き
に
﹁
親
子
自
然

　
ふ
れ
あ
い
塾
夏
休
み
教
室
﹂
、
郵

　
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
︵
参
加
者

　
全
員
︶
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

　
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

　
︵
返
信
用
表
面
に
も
必
ず
返
信
先

　
を
記
入
︶
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推

　
進
課
生
涯
学
習
係
︵
〒
１
９
７
ー

　
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、
直
通

　
５
５
８
・
２
４
３
８
︶

（５）　平成29年（2017年）７月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

小
学
生
親
子
手
話
教
室

〜
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら

　
手
話
を
学
び
ま
し
ょ
う
〜

第
22
回
あ
き
る
野
市

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

絵
画
・
作
文
・

　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
募
集

「
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
展
」

　
　
　
関
連
文
化
講
演
会

自
然
環
境
調
査
・
ガ
サ
ガ
サ
で
生
き
物
調
べ
参
加
者
募
集

親
子
自
然
ふ
れ
あ
い
塾

　
　
　
　
　
夏
休
み
教
室

里
山
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
、

自
然
素
材
を
使
っ
て

親
子
で
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

　
　
　
　
　
を
楽
し
も
う

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく
「初見、初耳」「初見、初耳」

奥山の山地に生息する
「エゾゼミ」。
市街地や丘陵地などで
は見られないので、聞
きなれていない人が多
いと思いますが、山地
帯では真夏の代表的な
「鳴き声」です。

（73）

　自然のサイクルの中で、春から活発になる動物の活動を確認する
ことは、わたしの楽しみの一つです。繁殖に向けた野鳥やカエルな
どの動きや鳴き声を初めて見たり聞いたりする時期で、季節の移り
変わりなどを知ることができます。ここで、わたしがこの春に記録
した動物の「初見、初耳」の一部を紹介します。
　ウグイスのさえずりは３月１日、ミソサザイのさえずりは３月９
日、ヒメアマツバメの渡りは３月15日、ツバメの飛来は３月29日、
サシバの渡りは４月４日、カジカガエルとタゴガエルの鳴き声は４
月６日、クロツグミのさえずりは４月14日、コマドリのさえずりは
４月17日、オオルリのさえずりは４月18日、キビタキのさえずり
は４月20日、ヤブサメのさえずりは４月22日、シュレーゲルアオ
ガエルの鳴き声とミゾゴイのさえずりは４月24日、アオバトとセン
ダイムシクイのさえずりは４月25日、オオヨシキリとセッカのさえ
ずりは４月26日、アオバズクのさえずりは、４月27日、ツツドリ
のさえずりは５月２日、ジュウイチのさえずりは５月８日、ハチク
マとアサギマダラの渡りは５月11日、トウキョウダルマガエルの鳴
き声は５月15日、ホトトギスのさえずりは５月17日、サンコウチ

ョウのさえずりは５月23日、モリアオガエルの鳴き声は５月23日、
ハルゼミの鳴き声は５月29日などです。この後は、昆虫の出番とな
ります。
　この記録を過去の記録と比較すると自然の変化が見えてきます。
例えば、種により差は見られますが、今年はウグイスのさえずりや
サンコウチョウの飛来が遅くなり、渡り中のエゾムシクイの確認は
できず、コマドリも鳴き声は１例のみの確認となりました。このよ
うに、各種類の増加や減少、夏鳥の飛来のタイミングなどがわかり
ます。自然は変化するものですが、自然に変わることと、人間の影
響で変わってしまうことを見極めるのは、難しい場合があります。
そして、自然が被害を受けて変わらないようにすることは、さらに
難しく悩ましいことです。（パブロ）
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